
まえがき＝新幹線の速度向上や高速道路の交通量増大に
見られる近年の交通システムの発展にともない，騒音の
発生量も増加している。このような状況の中で沿線の環
境騒音を保ち，さらには改善するための技術開発が，音
源♯榛

2）

論値と本防音壁における実測値とを比較したところ前憎
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，





が移動する場合の定点における音圧レベルの時刻歴変




